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市町における令和５年度の取組状況及び 

令和６年度の取組予定について 
 

  

参考資料３ 
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【広島市】〔資料２の再掲〕 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 各種広報媒体により災害に関

する一般知識や備え等を広報す

る。 

 

○ 広島市 HP や広報紙、市政

出前講座、講演会・研修会

等により、災害に関する一

般知識や平素からの備えに

ついて周知した。 

 

○ 各種広報媒体により災害

に関する一般知識や備え等

を広報する。〔継続〕 

察知する 

○ 避難誘導アプリのダウンロー

ド促進 

 

○ 広島市防災情報メールの登録

促進 

 

○ その他の避難情報の入手方法

の周知 

（広島市防災ポータル、広島市公

式 LINE、広島市公式 SNS、テレ

ビ、気象庁 HP など） 

 

○ 緊急速報メールの活用の周知 

 

○ 防災ライブカメラの設置補 

 助 

○ 広島市 HP、SNS、市政出

前講座、講演会・研修会、小

学校への案内、デジタルサイ

ネージ及びポスター掲示等に

より周知し、災害の危険性を

察知する手段を確保するため

の支援を行った。 

○ 避難誘導アプリのダウン

ロード促進[継続] 

 

○ 広島市防災情報メールの

登録促進[継続] 

 

○ その他の避難情報の入手

方法の周知[継続] 

（広島市防災ポータル、広

島市公式 LINE、広島市公式

SNS、テレビ、気象庁 HP な

ど） 

 

○ 緊急速報メールの活用の

周知[継続] 

 

○ 防災ライブカメラの設置

補助[継続] 

 

○ 防災行政無線屋内受信機

の無償貸与〔追加〕 

 

行動する 

○ 自主防災組織による防災訓練

に対する補助 

 

 

 

○ 地域独自の防災マップ「わが

まち防災マップ」の作成支援 

 

 

 

○ 避難誘導アプリのダウンロー

ド促進 

○ 防災訓練の実施に係る補

助金を交付する制度によ

り、自主防災組織が効果的

な訓練を実施できるよう支

援した。 

 

○ 地域の危険性を自ら確認

し、災害に備えることので

きる「わがまち防災マップ」

の作成を支援した。 

 

○ 避難誘導アプリのダウン

ロード促進のために以下の

普及啓発を実施した。 

・普及啓発動画を本市の公式

YouTube、Twitter、Facebook

での配信するとともに、マ

ツダスタジアムや本通り交

差点の大型モニターなどで

も放映した。 

・公共施設やサービスエリア、

市内の大学にチラシ・ポス

○ 自主防災組織による防災

訓練に対する補助〔継続〕 

 

 

 

○ 地域独自の防災マップ

「わがまち防災マップ」の

活用周知〔追加〕 

 

 

○ 避難誘導アプリのダウン

ロード促進[継続] 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

ターの配布、市立小学校、

中学校、高校の児童・生徒

へチラシを配布した。 

・イベントや研修会等で使い

方と機能を紹介した。 

学    ぶ 

○ 自主防災組織による防災講演

会や研修会等の開催に対する支

援 

 

○ 講演会・研修会・市政出前講

座の開催 

 

○ 「広島市豪雨災害伝承館」等

を巡る被災地防災研修会の開催

に対する支援 

 

○ 災害を追体験できる取組の推

進 

 

○ 普及啓発冊子「たちまち防災」

を活用し、地域防災リーダーが

研修を実施する。 

○ 防災まちづくり事業によ

り、防災講演会や研修会の

開催に対する支援を実施

（講師謝礼金、設備の借り

上げ費用等）した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「たちまち防災」を活用

した研修を地域防災リーダ

ーが実施するよう促した。 

○ 自主防災組織による防災

講演会や研修会等の開催に

対する支援〔継続〕 

 

○ 講演会・研修会・市政出

前講座の開催〔継続〕 

 

○ 「広島市豪雨災害伝承館」

等を巡る被災地防災研修会

の開催に対する支援 

 

○ 災害を追体験できる取組

の推進[継続] 

 

○ 普及啓発冊子「たちまち

防災」を活用し、地域防災

リーダーが研修を実施す

る。〔継続〕 

備 え る 

○ 地域防災リーダーの養成事業

の実施 

 

 

 

 

○ 企業や各種団体が開催する防

災イベントと連携し、日頃から

の備えを啓発 

〇 防災士養成講座を２回

（１回目：12/2、12/3 ２

回目：1/20、1/21）実施し、

175 名の地域防災リーダー

（防災士）を養成した。 

 

〇 報道機関等が開催する防

災イベントと連携し、避難

誘導アプリのダウンロード

や非常持ち出し品等の日頃

からの備えを啓発した。 

○ 地域防災リーダーの養成

事業の実施[継続] 

 

 

 

 

○ 企業や各種団体が開催す

る防災イベントと連携し、

日頃からの備えを啓発〔継

続〕 

 

  



－ 4 － 

【呉市】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 出前講座や防災研修等におい

て防災意識の向上を図る 

○ 防災情報の広報紙への掲載 

 

 

 

 

○ 継続実施中。 

 

○ 市広報誌７月号（６月１

０日発行）に大雨への備え

を中心とした特集記事を掲

載。 

○ 出前講座や防災研修等に

より市民の防災意識を向上 

○ 防災関連情報の広報誌へ

の掲載 

○ インターネットを活用し

た防災関連情報の積極的な

発信 

察知する 

○ 防災情報メール，一斉電話伝

達サービスの登録促進 

○ 防災情報や気象情報等の入手

方法の周知に向けた取組を継続 

 

 

 

○ 全項目について，継続実

施中。 

 

 

 

 

○ 防災情報メール，一斉電

話伝達サービスの登録促

進 

○ 出前講座や防災研修等に

より防災情報や気象情報等

の入手方法を市民へ周知 

 

行動する 

○ 各自治会や自主防災組織等，

地域が主体となった防災訓練や

避難訓練等の支援を継続 

○ 呉市総合防災訓練及び呉市災

害図上訓練の実施 

 

 

 

○ 呉市防災リーダーの養成講習

及び充実・強化研修の実施 

○ 継続実施中 

 

 

○ 以下の日程にて実施済み 

・呉市総合防災訓練：１０

月３０日（月） 

・呉市災害図上訓練：１月

１９日（金） 

○ 以下の日程にて実施済

み。 

・養成講習：第１回 １０

月１４日（土） 

※各回とも全３日 

１０月２１日（土） 

１０月２８日（土） 

 第２回 １月２０日（土） 

１月２７日（土） 

２月 ３日（土） 

・充実・強化研修 ※各回

とも全２日 

第１回  １２月２日

（土），３日（日） 

第２回 １２月１６日

（土），１７日（日） 

○ 各自治会や自主防災組織

等，地域が主体となった防

災訓練や避難訓練等の促進

及び支援 

○ 出前講座や防災研修等に

より早めの避難行動の重要

性を市民へ周知 

○ 防災関係機関や市民等が

一体となった総合防災訓練

の実施 

○ 災害対応を模擬的に体験

する災害図上訓練の実施 

○ 呉市防災リーダーの新規

養成 

○ 呉市防災リーダーへの充

実・強化研修の実施 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

 

 

 

 

 

 

学 ぶ 

 

 

 

 

 

 

○ 出前講座や防災研修等による

防災意識向上に向けた取組の継

続 

○ 各種イベント等における防災

用品や資料パネルの展示を実施 

○ 継続実施中 

 

 

○ 国際交流フェスタ（１月

２８日（日））へ防災用品や

映像資料を出展 

○ 出前講座や防災研修等に

より防災・減災への理解

を促進 

○ 学校における防災に関す

る教育活動の実施 

○ KURE 防災かいぎへの出展

（防災グッズ等の展示） 

○ 国際交流フェスタへの出

展（防災グッズ等の展示） 

○ 職員教育の充実 

備 え る 

○ 防災教室，出前講座等で非常

持ち出し品や備蓄品の用意等に

ついて周知活動を継続 

 

 

 

 

 

 

○ 継続実施中 ○ 出前講座や防災研修等に

おいて避難の方法や非常

持ち出し品，備蓄品等の

事前確認について市民へ

周知 

○ 自主防災組織の新規結成

促進や活動の活性化 

○ 災害備蓄品の充実 

 

【竹原市】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 各種媒体を活用した防災情報

の発信 

 

 

○ 出前講座を通じて，地域の災

害リスクや災害状況に応じた避

難のタイミング等の周知・啓発 

○ 市防災情報メール・SNS

等を活用し発信 

 

○ 自治会や小中学校等での

出前講座において、防災情

報等の周知・啓発を実施 

○ 各種媒体を活用した防災

情報の発信 

 

○ 出前講座を通じて，地域

の災害リスクや災害状況に

応じた避難のタイミング等

の周知・啓発 

察知する 

○ 竹原市防災情報メールの登録

促進 

 

○ 河川・海岸・国道に設置して

あるライブカメラの活用 

 

○ 災害時等における自治会宛一

斉電話システムの活用 

 

○ 地元ケーブルテレビ網を活用

した情報発信 

○ 増加傾向にあり継続して

促進中 

 

○ 出前講座等において、ラ

イブカメラの周知を実施 

 

○ 伝達試験を実施 

 

 

○ 地元ケーブルテレビにお

いて、防災情報等の周知を

実施 

○ 竹原市防災情報メールの

登録促進 

 

○ 河川・海岸・国道に設置

してあるライブカメラの活

用 

○ 災害時等における自治会

宛一斉電話システムの活用 

 

○ 地元ケーブルテレビ網を

活用した情報発信 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

行動する 

○ 地域性を踏まえた防災研修と

避難の呼びかけ体制構築への取

り組み 

 

 

○ 個別避難計画の作成と避難訓

練の実施 

 

○ 避難所運営マニュアルの作

成，避難所開設・運営訓練 

 

○ 全国瞬時警報システム（J ア

ラート）を用いた訓練 

○ 市内２団体で呼びかけ体

制構築し、既に構築済みの

団体に対しては継続支援を

実施 

   

○ 個別避難計画の作成を継

続中 

 

○ 避難所開設・運営訓練を

実施 

 

○ 7/12，9/20 地震・津波

や武力攻撃などの発生時に

備え，情報伝達試験を行い，

市民へ喚起 

○ 11月 2日の緊急地震速報

訓練において、屋外放送と

放送端末放送により市民へ

安全行動の呼びかけ実施 

○ 地域性を踏まえた防災研

修と避難の呼びかけ体制構

築への取り組み 

 

 

○ 個別避難計画の作成と避

難訓練の実施 

 

○ 避難所運営マニュアルの

作成，避難所開設・運営訓

練 

○ 全国瞬時警報システム（J

アラート）を用いた訓練 

学 ぶ 

 

○ 地域防災リーダー研修会の開

催 

 

○ 地域性を重視した出前講座，

各種団体への防災研修 

◯ 地域防災リーダー研修を

実施 

 

◯ 自治会や、小中学校等で

出前講座・防災研修を実施 

○ 地域防災リーダー研修会

の開催 

 

○ 地域性を重視した出前講

座 

 

○ 各種団体や小中学校教員

への防災研修 

備 え る 

○ 県等と連携して自主防災組織

等の体制強化を図る。 

 

○ 避難所備蓄品の計画的な更新

と管理 

 

 

○ ハザードマップの更新 

 

○ 県等と連携して自主防災

組織等の体制強化を継続中 

 

○ レトルト食品・飲料水等

の寄贈分を含めた備蓄品，

賞味期限の整理を行った 

◯ ハザードマップの更新、

及びＷｅｂ版ハザードマッ

プを構築 

◯ 物資供給に係る災害時応

援協定を締結 

○ 県等と連携して自主防災

組織等の体制強化を図る。 

 

○ 避難所備蓄品の計画的な

更新と管理 

【三原市】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 総合ハザードマップ（Web

版）の周知・啓発 

○ 市民課窓口・出前講座・

コミュニティＦＭ・ホーム

ページで配布する等の周知

を実施 

○ ハザードマップ（デジタ

ルマップみはら）の周知・

啓発 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

察知する 

○ 多様な情報伝達手段を活用

した災害情報等の周知 

 

○ コミュニティ FM 放送局の活

用 

○ 三原市メール配信システ

ムをはじめとした複数の情

報伝達手段を活用し，防災，

防犯，防火，感染症などに

関する情報を適宜配信し

た。 

 

○ 防災番組の制作委託や，

災害時に放送局と連携して

注意喚起や情報発信を行っ

た。 

○ 多様な情報伝達手段を活

用した災害情報等の周知 

 

○ コミュニティ FM 放送局

の活用 

 

 

 

 

行動する 

 

 

 

○ 出前講座等による防災訓練

支援 

 

○ 住民参加型の防災体験を実

施 

 

○ 自主防災組織による防災訓

練に対する補助 

○ 出前講座 12 回実施（R6.2

月末現在） 

 

○  市民防災訓練を実施

（R6.11.25） 

  ・市民避難訓練 

・情報伝達訓練 

・要配慮者スペース設置

訓練 

・避難行動要支援者避難

訓練 

・防災講演・避難所体験 

○ 自主防災組織への訓練補

助を実施 

（下半期 25 組織 R6.2 月

末現在） 

○ 出前講座等による防災訓

練支援 

 

○ 住民参加型の防災体験を

実施 

 

○ 自主防災組織による防災

訓練に対する補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自主防災組織・町内会等への

出前講座の実施[継続]（三原市

防災士ネットワークと共同で

実施） 

 

○ 地域防災リーダー養成講座

の実施 

 

○ 防災体験会や防災講演会の

実施 

 

○ 出前講座 12 回実施（R6.2

月末現在） 

（下半期は三原市防災士

ネットワークの派遣な

し） 

○ 地域防災リーダー養成講

座の開催 

（８月 20 日、８月 27 日） 

○ 市民防災訓練時に防災講

演会、防災体験会を実施

（R6.11.25） 

 

○ 自主防災組織・町内会等

への出前講座の実施 

（三原市防災士ネットワ

ークと連携） 

 

○ 地域防災リーダー養成講

座の実施 

 

○ 防災体験会や防災講演会

の実施 

 

備 え る 

○ 自主防災組織への支援とし

て、防災資機材購入を補助。 

 

○ 未設立の自主防災組織への

積極的な結成の働きかけ 

 

○ 自主防災組織への購入補

助を実施 

（下半期 3 組織 R6.2 月

末現在） 

○ 自主防災組織未設立住民

組織を対象とした設立説明

会を開催（下半期 １回） 

○ 自主防災組織への支援と

して、防災資機材購入を補

助 

○ 未設立の自主防災組織へ

の積極的な結成の働きかけ 

 

学 ぶ 
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【尾道市】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 暮らしのガイドブックに掲

載している防災マップにより、

転入者に対して市内の災害危

険箇所、避難場所等を周知。 

 

○ 市民を対象に災害の基礎知

識と防災対策についての防災

出前講座を実施する。 

 

 

○ 地域住民が主体となって、地

域の災害危険場所や避難所、避

難経路等を記した地図を作成

し、防災情報を共有すること

で、災害時の速やかな避難行動

の促進を目指す。 

○ 継続実施中 

・今年度、新たに WEB 版ハ

ザードマップを整備し

た。 

 

○ 継続実施中 

・今年度 42 団体、1846 名

を対象に実施した。（R6.2

月末現在） 

 

○ 継続実施中 

・今年度 4 団体が「うちら

の防災マップ」作成した。

（R6.2 月末現在） 

○ 暮らしのガイドブックに

掲載している防災マップに

より、転入者に対して市内

の災害危険箇所、避難場所

等を周知。 

 

○ 市民を対象に災害の基礎

知識と防災対策についての

防災出前講座を実施する。 

 

○ 地域住民が主体となっ

て、地域の災害危険場所や

避難所、避難経路等を記し

た地図「うちらの防災マッ

プ」を作成し、防災情報を

共有することで、災害時の

速やかな避難行動の促進を

目指す。 

察知する 

○ 防災出前講座、地域の防災訓

練、市ホームページ等により

「市安全・安心メール」「尾道

市公式 LINE」「戸別受信機」「防

災アプリ」「Ⅹ（旧 Twitter）」

等のいずれかの防災情報伝達

手段への登録を促進。 

 

○ 大雨や台風接近により、災害

の発生が見込まれる際に、気象

情報や避難情報等を伝達する。 

 

○ 市全体に迅速かつ確実に防

災情報を伝達するため、希望者

に対し、戸別受信機を配布し避

難情報等を伝達する。 

○ 継続実施中 

・今年度、防災アプリに５

か国語の多言語配信機能

を追加し、外国人への情

報伝達手段を構築した。 

 

 

○ 継続実施中 

 

 

○ 継続実施中 

○ 防災出前講座、地域の防

災訓練、市ホームページ等

により「市安全・安心メー

ル」「尾道市公式 LINE」「戸

別受信機」「防災アプリ」

「Ⅹ（旧 Twitter）」等の

いずれかの防災情報伝達手

段への登録を促進。 

 

○ 大雨や台風接近により、

災害の発生が見込まれる際

に、気象情報や避難情報等

を伝達する。 

 

○ 市全体に迅速かつ確実に

防災情報を伝達するため、

希望者に対し、戸別受信機

を配布し避難情報等を伝達

する。 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

行動する 

○ 防災出前講座等で自助・共助

の重要性と自主的な避難行動

の必要性を周知。 

 

 

○ 避難行動要支援者の個別避

難計画作成を促すため、避難行

動要支援者名簿情報の更新、提

供や地域に出向いての説明等

を行う。 

 

○ 災害時、住民の避難を促すた

め、地域が所有する身近な集会

所等を地域の避難所とするこ

とにより、避難しやすい環境作

りを目指す。 

 

○ 災害時、住民に早めの避難を

促すため、日頃から付き合いの

ある近隣住民同士で避難の呼

びかけを開始するタイミング

や呼びかけ方法などのルール

を決めて、自主防災組織が大雨

災害に対して効率的で効果的

な呼びかけができるよう推進

する。 

 

 

 

○ 住民の皆さんの迅速な避難

に繋げるため、協定を締結し、

避難所が立地する地域の方に

避難所を開設・運営していただ

く取組を実施。 

○ 継続実施中 

・今年度 42 団体、1846 名

を対象に実施した。

（R6.2 月末現在）   

 

○ 継続実施中 

 

 

 

○ 継続実施中 

・現在 41 施設が地域の避難

所（うちらの避難所）と

して市に登録。（R6.2 月

末現在）  

 

○ 継続実施中 

 

 

 

 

 

 

○ 継続実施中 

・現在 12 か所の避難所につ

いて協定（避難 

所運営協力制度）を締

結。（R6.2 月現在） 

○ 防災出前講座等で自助・

共助の重要性と自主的な避

難行動の必要性を周知。 

 

○ 避難行動要支援者の個別

避難計画作成を促すため、

避難行動要支援者名簿情報

の更新、提供や地域に出向

いての説明等を行う。 

 

○ 災害時、住民の避難を促

すため、地域が所有する身

近な集会所等を地域の避難

所とすることにより、避難

しやすい環境作りを目指

す。 

 

○ 災害時、住民に早めの避

難を促すため、日頃から付

き合いのある近隣住民同士

で避難の呼びかけを開始す

るタイミングや呼びかけ方

法などのルールを決めて、

自主防災組織が大雨災害に

対して効率的で効果的な呼

びかけができるよう推進す

る。 

 

 

○ 住民の皆さんの迅速な避

難に繋げるため、協定を締

結し、避難所が立地する地

域の方に避難所を開設・運

営していただく取組を実

施。 

学  ぶ 

○ 地域住民を対象とした防災

出前講座を開催し、災害から身

を守るために必要な行動を周

知。 

 

○ ケーブルテレビやエフエム

ラジオに出演し、災害に対する

備えや避難方法など、防災情報

の周知。 

 

○ 防災リーダー育成講座を開

催し、地域の防災リーダーを育

成。 

○ 継続実施中 

・今年度 42 団体、1846 名

を対象に実施した。（R6.2

月末現在）  

 

○ 継続実施中 

 

 

 

○ 継続実施中 

・今年度は 10 月に開催し、

22 名が修了。 

 

○ 地域住民を対象とした防

災出前講座を開催し、災害

から身を守るために必要な

行動を周知。 

 

○ ケーブルテレビやエフエ

ムラジオに出演し、災害に

対する備えや避難方法な

ど、防災情報の周知。 

 

○ 防災リーダー育成講座を

開催し、地域の防災リーダ

ーを育成。 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

 

○ 防災訓練を実施し、市民の防

災意識を高める。 

 

 

○ 防災士ネットワーク会員に

よる意見交換会を実施し、地域

防災活動の情報共有と取組推

進を行う。 

 

○ 継続実施中 

・今年度は 11 月に全市一斉

避難訓練を実施し、約

4,000 人が参加。 

  

○ 継続実施中 

・今年度は 2 月に研修会を

実施した。 

 

○ 防災訓練を実施し、市民

の防災意識を高める。 

 

○ 防災士ネットワーク会員

による意見交換会を実施

し、地域防災活動の情報共

有と取組推進を行う。 

備 え る 

○ 防災訓練や防災出前講座を

通じて非常持出品や家具の転

倒防止等日頃からの備えを周

知。 

 

○ 防災リーダー育成講座を開

催し、新たな防災リーダーを育

成。 

 

○ 自主防災組織への防災資機

材購入助成を行い、災害時の共

助体制を整備。 

 

 

○ 地域で避難所運営訓練（HUG）

を実施し、地域でスムーズな避

難所運営ができる体制をつく

る。 

 

○ 自主防災組織を結成してい

ない自治会等に対して、組織を

結成してもらう積極的な働き

かけを実施。 

○ 継続実施中 

 

 

 

 

○ 継続実施中 

・今年度は 10 月に開催し、

22 名が修了。 

 

○ 継続実施中 

 

 

 

 

○ 継続実施中 

 

 

 

 

○ 継続実施中 

○ 防災訓練や防災出前講座

を通じて非常持出品や家具

の転倒防止等日頃からの備

えを周知。 

 

○ 防災リーダー育成講座を

開催し、新たな防災リーダ

ーを育成。 

 

○ 自主防災組織への防災資

機材購入助成を行い、災害

時の共助体制を整備。 

 

 

○ 地域で避難所運営訓練

（HUG）を実施し、地域でス

ムーズな避難所運営ができ

る体制をつくる。 

 

○ 自主防災組織を結成して

いない自治会等に対して、

組織を結成してもらう積極

的な働きかけを実施。 

 

【福山市】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○地域等が行う出前講座に防災リ

ーダーを派遣し，地域の危険箇

所の周知や地域の状況に応じた

避難方法などを周知 

○ 自治会・自主防災組織を対象

とした研修会を実施 

○ 水害ハザードマップの周知・

啓発 

○継続実施中 

・防災リーダーによる講座実

施数：40 件 

（2024 年 1 月末時点） 

○自主防災組織を対象とした

防災研修会を 6 月 6 日に実

施した。 

○継続実施中 

・防災リーダーによる講座実

施数：40 件 

・職員による講座実施数：19

件 

（2024 年 1 月末時点） 

○小・中学校の防災教室や，

地域の出前講座に，防災リ

ーダーや防災担当職員を派

遣し，マイ・タイムライン

の作成や非常時持ち出し品

の準備などを啓発 

 

○自主防災組織の役員を対象

としたスキルアップ研修を

実施 

 

○各種ハザードマップの周

知・啓発 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

察知する 

○防災講座，出前講座等により，

避難行動の判断材料となる気象

情報，河川情報及び避難情報の

意味と，とるべき行動，並びに

情報の入手手段について周知 

 

○防災講座，出前講座等により，

防災情報メールの登録促進 

○継続実施中 

・防災リーダーによる講座実

施数：40 件 

・職員による講座実施数：19

件 

（2024 年 1 月末時点） 

 

○同上 

○出前講座等で，避難行動の

判断材料となる気象情報，

避難情報の意味と，情報の

入手方法や取るべき行動に

ついて周知 

 

○防災講座，出前講座等によ

り，防災情報メールの登録

促進 

行動する 

○総合防災訓練，避難訓練等によ

り，適切な避難行動の確認など

を促進（災害対応訓練，総合防

災訓練 2023年 11月 26日実施予

定） 

 

○南海トラフ地震に備えて，地

震・津波から市民の生命・身体

を守るため，総合防災訓練（地

震・津波災害）を実施［継続］ 

 

○防災講座，出前講座等で災害か

ら命を守るために必要な行動

（災害の種類に応じた自らの判

断による避難行動（垂直避難，

高台避難等））や，危険を感じた

時は，避難指示等にかかわらず，

避難行動を行うことの周知 

 

○自主防災組織及び防災リーダー

と連携し，地区防災計画の内容

見直しなど，地域防災活動など

活性化を図る 

○災害対応訓練（風水害）：5

月 22 日に実施済み。○総合

防災訓練 11 月 26 日(日)実

施済み 

〔市職員〕648 人 

〔参加機関〕51 人 

〔市民〕66 学区・地区 30,224

人 

○同上 

 

 

○継続実施中 

・防災リーダーによる講座実

施数：40 件 

・職員による講座実施数：19

件 

（2024 年 1 月末時点） 

 

 

○同上 

 

○総合防災訓練，避難訓練等

により，適切な避難行動の

確認などを促進。 

・(職員・関係機関)風水害対

応訓練…5 月 28 日予定 

・(全市一斉)総合防災訓練(地

震・津波)…11 月 24 日予定 

 

○出前講座等で，災害から命

を守るために必要な避難行

動やその避難のタイミング

を周知 

 

 

○自主防災組織及び防災リー

ダーと連携し，学区・地区

防災(避難)計画の内容見直

しなど，地域防災活動の活

性化を図る 

学 ぶ 

○自主防災組織，企業，学校等を

対象とした防災講座，出前講座

の実施 

○ハザードマップを活用した出前

講座の実施 

○継続実施中 

・防災リーダーによる講座実

施数：40 件 

・職員による講座実施数：19

件 

（2024 年 1 月末時点） 

○小・中学校における防災授

業の実施 

 

○地域における出前講座の実

施 

 

○福山防災大学(防災士養成

講座)を開催し，防災リーダ

ーを養成。12 月～2 月の各

月 1 回，計 3 回で実施予定 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

備 え る 

○防災講座，出前講座等により，

懐中電灯，着替え，常備薬など

の非常用持出品の備え及び消費

期限の確認の必要性を周知 

 

 

○福山防災大学（防災士養成講座）

を開催し，防災リーダーを養成。 

 

 

 

 

○自主防災組織等への防災講座，

出前講座の実施 

○継続実施中 

・防災リーダーによる講座実

施数：40 件 

・職員による講座実施数：19

件 

（2024 年 1 月末時点） 

 

○福山防災大学（防災士養成

講座）を実施 

（2023 年 12 月～2024 年 2 月

実施） 

 受講者：91 名 うち 79 名

が修了 

 防災大学修了者は，防災リ

ーダーに登録し，地域で活

動する。 

 

○継続実施中 

・防災リーダーによる講座実

施数：40 件 

・職員による講座実施数：19

件 

（2024 年 1 月末時点） 

○出前講座等により，非常用

持ち出し品の準備の必要性

や，ローリングストック法

を周知 

 

【府中市】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 市広報誌や出前講座等で防災

知識の周知 

 

 

 

 

 

 

〇 広報ふちゅう６月号では

防災の特集記事を掲載し

た。 

〇 地域の出前講座では、防

災研修を通して地域住民に

自助、共助の重要性につい

て周知した。 

○ 市広報誌や出前講座等で

防災知識の周知 

 

○ 府中市統合型 GIS を活用

し、「備後府中マップ」から

も土砂災害警戒区域や浸水

リスクも確認できるように

する。 

察知する 

○ 登録制メール及び一斉電話シ

ステム、市公式 LINE の登録及び

市公式アプリのダウンロードを

促進 

 

〇 災害情報や気象情報、避難情

報の入手方法を周知 

 

○ 土砂災害ハザードマップを更

新したものを対象地域住民へ配

付し周知する。 

〇 地域での防災情報収集の

ための研修会を開催し、登

録制メール及び一斉電話シ

ステム、市公式 LINE の登録

及び市公式アプリのダウン

ロードの促進を図った。 

〇 地域での防災研修会にお

いて、災害情報や気象情報、

避難情報の入手方法を周知

した。 

〇 土砂災害ハザードマップ

を昨年度更新し、対象地域

の全世帯へ配布した。 

 

 

 

○ 登録制メール及び一斉電

話システム、市公式 LINE

の登録及び市公式アプリの

ダウンロードを促進 

 

〇 災害情報や気象情報、避

難情報の入手方法を周知 
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行動する 

○ 地域と連携した避難所開設運

営訓練の実施 

 

 

○ 自主防災組織が実施する避

難、防災訓練等に対し、活動費助

成を行い、活動の活性化を図る 

 

○ 一斉地震防災訓練の実施 

 

〇 町民避難訓練の実施 

 

 

 

〇 地域での避難所開設運営

訓練を開催し、実施後に振

り返りワーキングを行っ

た。 

〇 自主防災組織に対して、

活動助成金を交付し、活動

の活性化を図っている。 

 

〇 J-ALERT による緊急地震

速報で「安全行動１-2-3」

の行動訓練を実施済。また

市職員を対象として、一斉

地震防災訓練を開催した。 

〇 町民を対象とした避難訓

練を開催した。 

○ 地域と連携した避難所開

設運営訓練の実施 

 

 

○ 自主防災組織が実施する

避難、防災訓練等に対し、活

動費助成を行い、活動の活性

化を図る 

○ J-ALERT による緊急地震

速報で「安全行動１-2-3」の

行動訓練を実施 

学 ぶ 

○ 地域住民を対象とした研修会

を開催し、マイ・タイムライン

の作成を支援 

 

○ 出前講座を実施する 

 

○ 防災リーダーを対象としたス

キルアップ研修会を開催 

〇 地域でのマイ・タイムラ

イン作成講習会を開催して

いる。また、防災士ネット

ワークと連携し、マイ・タ

イムライン作成を支援して

いる。 

〇 出前講座を実施 

〇 防災リーダースキルアッ

プ研修を開催した。 

○ 地域住民を対象とした研

修会を開催し、マイ・タイ

ムラインの作成を支援 

 

○ 出前講座を実施する 

 

○ 防災リーダーを対象とし

たスキルアップ研修会を開

催 

備 え る 

○ 自主防災組織への防災資機材

の購入助成を行い、共助の意識

を高める 

 

○ 自主防災組織の活動を支援す

るため、防災士の養成を図る 

 

〇 自主防災組織へ防災資機

材の購入助成を行い、共助

の意識を高めた。 

 

〇 福山防災大学を活用し、

防災士の資格取得に向けて

取り組んでいる。 

○ 自主防災組織への防災資

機材の購入助成を行い、共

助の意識を高める 

 

○ 自主防災組織の活動を支

援するため、防災士の養成

を図る 

 

 

 

 

【三次市】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ ケーブルテレビ出演及び広報

誌等により三次市 Web 版ハザー

ドマップを周知し，災害リスク

等の情報を発信する。 

○ 三次市防災士ネットワークを

介した防災士による啓発活動の

活性化を図るとともに，防災士

資格取得を助成する。 

○ 三次市 Web 版ハザードマップ

により，市民がパソコン及びス

マートフォンで最新の土砂災害

特別警戒区域，土砂災害警戒区

域，浸水想定区域及び避難所情

報等を閲覧できることを広報す

る。 

○ ケーブルテレビ出演及び

広報誌等により三次市 Web

版ハザードマップを周知

し，災害リスク等の情報を

発信した。 

○ 三次市防災士ネットワー

クを介した防災士による防

災等に関する啓発活動を行

なった。 

○ 三次市 Web 版ハザードマ

ップに地震版を追加し，公

開していることをケーブル

テレビや広報誌等により周

○ ケーブルテレビ出演及び

広報誌等により三次市 Web

版ハザードマップを周知

し，災害リスク等の情報を

発信する。 

 

 

 

○ 三次市防災士ネットワー

クを介した防災士による啓

発活動の活性化を図るとと

もに，防災士資格取得を助

成する。 



－ 14 － 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

 

〇 広島県が計画する土砂災害特

別警戒区域等の標識の設置につ

いて，学校及び自主防災組織等

と連携して，設置する。 

知し，災害リスク等の情報

を発信した。 

○ 広島県が計画する土砂災

害特別警戒区域等の標識の

設置について，学校及び自

主防災組織等と連携して，

８箇所の設置に協力した。 

 

察知する 

○ 出前講座や防災フェア等を通

じて，市の公式ＳＮＳ及び県防

災 Web への登録について啓発す

る。 

 

 

 

 

○ ケーブルテレビ，音声告知放

送，ＳＮＳ及び市広報誌等によ

り防災情報の取得方法等につい

て啓発する。 

○ 出前講座や防災フェア等

を通じて，防災一斉メール，

防災アプリや県防災メール

への登録について啓発し

た。 

 

 

 

○ ケーブルテレビ，音声告

知放送，市公式ＳＮＳ及び

市広報誌等により防災情報

の取得方法等について啓発

した。 

 

○ 出前講座や防災フェア等

を通じて，市の公式ＳＮＳ

及び県防災 Web への登録に

ついて啓発する。 

 

 

 

 

○ ケーブルテレビ，音声告

知放送，市公式ＳＮＳ及び

市広報誌等により防災情報

の取得方法等について啓発

する。 

行動する 

○ 自主防災組織による防災訓練

（避難所の開設・運営，情報伝

達訓練，避難訓練，消火訓練）

を支援する。 

 

○ 「広島県『みんなで減災』一

斉地震防災訓練」を音声告知放

送や防災一斉メール等により周

知して，市民の参加を促し，命

を守る安全行動を取らせる。 

 

○ 防災士ネットワークスキルア

ップ研修会を開催し，防災士の

知識や技能の向上を図る。 

○ 自主防災組織による防災

訓練（避難所の開設・運営，

情報伝達訓練，消火訓練）

を支援・協力した。 

 

○ 「広島県『みんなで減災』

一斉地震防災訓練」を音声

告知放送や防災一斉メール

等により周知して，市職員

や市民が参加し，命を守る

安全行動を取った。 

○ 防災士ネットワークスキ

ルアップ研修会を２回開催

し，防災士の知識や技能の

向上を図った。 

（10 月1日（日）ビニール袋

炊飯，ロープワーク，救急救

命，テント張り，火起こし等 

11 月 25 日（土）徒手・担

架搬送を実施） 

○ 大規模洪水を想定した防

災訓練を実施し，災害対策

本部の運営及び避難所開設

運営の向上を図る。 

 

○ 自主防災組織による防災

訓練（避難所の開設・運営，

情報伝達訓練，消火訓練）

を支援・協力する。 

 

 

○ 防災士ネットワークスキ

ルアップ研修会を開催し，

防災士の知識及び技能の向

上を図る。 

学 ぶ 

○ 地域や事業所，学校等に出向

いて出前講座を行う。 

 

○ 自主防災組織代表者会議を実

施し，防災に関する情報を提供

し，連携を強化する。 

○ 「体験活動充実事業にお

ける防災教育」を５校の小

学校において，防災士によ

る授業を実施して，児童の

防災に関する知識及び意識

を向上させた。 

○ 各小学校の５年生を対象

とした「体験活動充実事業

における防災教育」を防災

士により実施し，児童の防

災に関する知識及び意識を

向上させる。 



－ 15 － 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

 

○ ひろしまマイ・タイムライン

及び地域防災マイ・タイムライ

ンを広島県防災アドバイザー等

の説明・指導により作成する。 

（令和５年度 16 校実施） 

○ 自主防災組織代表者会を

開催し，防災に関する情報

を提供し，連携・強化を図

った。 

（11月 14日 19組織が参加

して実施） 

 

○ ８組織の自主防災組織が

防災訓練に併せ，広島県防

災アドバイザーの説明・指

導により地域防災タイムラ

インを作成した。 

 

 

 

○ 災害体験ＶＲを活用し，

自主防災組織や女性等消防

団員等による防災啓発活動

を通して，地域の防災意識

を向上させる。 

 

○ 自主防災組織代表者会議

を開催し，防災に関する情

報を提供し，連携を強化す

る。 

 

○ 地域防災タイムラインの

作成を広島県防災アドバイ

ザー等の説明・指導により

普及・作成する。 

備 え る 

○ ケーブルテレビ，出前講座，

広報誌等により，個人の非常持

出品の準備を呼びかける。 

 

 

○ 三次市備蓄計画に基づき備蓄

品を計画的配備する。 

 

 

 

 

 

 

○ 自主防災組織及び関係機関と

連携して，地域における要支援

者支援の取組を推進する。 

 

 

○ 出前講座や広報誌等によ

り，個人の非常持出品の入

組品について説明し，準備

を呼びかけた。 

（出前講座：７回実施） 

○ 三次市備蓄計画に基づき

備蓄品である非常食，飲料

水や生活用品等を購入し

た。  

購入数： 

非常食（50 袋）：12 箱 

保存水（500ml×24 本）：10

箱 

液体ミルク（ 200ml× 24

本）：10 箱 

粉ミルク（27g×20 袋）大

箱：22 箱 

トイレ・着替え用テント：
78張 

○ 避難行動要支援者に係る

個別避難計画作成の取組を

推進した。 

 （名簿情報対象者：2,488

人（R5.12.25 現在） 

計画作成状況：296 名の計

画を作成） 

○ 市の広報や自主防災組

織，防災士による啓発等を

通じて，市民に対し，個人

の非常持出品の準備を呼び

かける。 

○ 三次市備蓄計画に基づき

備蓄品を計画的に配備す

る。 

 

○ 避難行動要支援者に係る

個別避難計画作成の取組を

推進する。 

 

 

 

 

 

 



－ 16 － 

【庄原市】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 各種広報媒体等による危険箇

所の確認方法等、防災情報の入

手手段の周知 

○ 出前トーク等において、土砂

災害警戒区域や浸水想定区域に

ついて周知 

〇 全世帯へ配布する「広報

しょうばら６月号」におい

て、危険個所の確認方法や

防災情報の入手方法などに

ついて広報した。 

○ 出前トーク等により、自

治会や市内団体へ災害への

備えについて周知、啓発を

行った。 

○ 各種広報媒体等による危

険箇所の確認方法等、防災

情報の入手手段の周知 

 

○ 出前トーク等において、

土砂災害警戒区域や浸水想

定区域について周知 

察知する 

○ 県防災情報メールの登録促進 

○ ＩＰ告知端末や市公式 LINE

による避難情報等の確実な情報

伝達。 

 

○ 県防災情報メールや市公式

LINE の登録促進 

〇 出前トーク等により、県

防災情報メールの登録促進

や防災情報の収集方法等に

ついて周知を行った。 

○ 令和５年度では、避難情

報の発令はなかったが、気

象状況による注意喚起につ

いて、ＩＰ告知端末により

情報伝達を行った。 

○ 出前トーク等を活用し、

メールや LINE の登録促進

を行った。 

○ ＩＰ告知端末や市公式

LINE 等による避難情報等

の確実な情報伝達。 

 

○ 出前トーク等による防災

情報収集方法の周知 

行動する 

○ 要配慮者利用施設の避難確保

計画作成の支援 

○ 未作成の施設に対し作成

支援を行った 

○ 受援計画にかかる図上訓

練の実施 

 

○ 庁内における災害時の対

応にかかる職員研修（訓練）

の実施 

 

○ 庄原市総合防災訓練の実

施 

学 ぶ 

○ 出前トーク等により、自治会

や各種団体へ災害への事前の備

えについて周知・啓発を行う。 

○ 出前トーク等により、自

治会や各種団体へ災害への

事前の備えについて周知・

啓発を行った。 

○ 住民自治組織、自主防災

組織等を対象とした出前講

座の実施 

備 え る 

○ 自主防災組織への補助金の交

付（防災活動、資機材整備事業） 

○ 自主防災組織からの申

請により、自主防災組織の

活動補助金を交付した。 

○ 自主防災組織への補助金

の交付（防災活動、資機材

整備事業） 

 

○ 資機材・備蓄品の計画的

な整備・更新 

 

 

 

 



－ 17 － 

【大竹市】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 住民（自主防災組織、自治会

含む）に対し、身の周りの災害

危険箇所、災害種別ごとの避難

場所や避難経路を知る重要性

を、出前講座や広報紙等で繰り

返し広報及び周知。 

 

○ 市内学校を対象に、身の周り

の災害危険箇所、災害種別ごと

の避難場所や避難経路を知る重

要性等を含む出前講座を行う。 

○ 防災に関するポスターや

チラシの配布を継続して行

った。また、１自治会から

出前講座の依頼があり、防

災タイムライン等を活用し

た講座を行った。 

 

〇 市内学校１校から避難場

所見学及び説明の依頼が有

ったため、見学会を開催し、

備蓄物資等についての説明

も行った。 

○ 住民（自主防災組織、自

治会含む）に対し、身の周

りの災害危険箇所、災害種

別ごとの避難場所や避難経

路を知る重要性を、出前講

座や広報紙等で繰り返し広

報及び周知。 

○ 市内学校を対象に、身の

周りの災害危険箇所、災害

種別ごとの避難場所や避難

経路を知る重要性等を含む

出前講座を行う。 

察知する 

○ 行政防災無線や市の登録制メ

ール等について、住民の声を反

映させながら各種「情報収集手

段」の運用面を充実できるよう

検討する。 

 

○ 災害時に避難所開設情報が詳

細に伝わるよう登録メールや防

災無線、市ＨＰなどに掲載を継

続する。 

〇 検討・研究を継続して行

っている。 

 

 

 

 

〇 継続して行っている。 

 

○ 行政防災無線や市の登録

制メール等について、住民

の声を反映させながら各種

「情報収集手段」の運用面

を充実できるよう検討す

る。 

○ 災害時に避難所開設情報

が詳細に伝わるよう登録メ

ールや防災無線、市ＨＰな

どに掲載を継続する。 

行動する 

○ 県の一斉地震防災訓練併せて

市民に安全行動 1、2、3 のＰＲ

と訓練への参加をＨＰ・広報等

を通じて呼びかける 

 

○ 地震発生時の安全行動 1、2、

3 のＰＲ。 

〇 県の一斉地震防災訓練に

併せた、安全行動 1、2、3

の PR と訓練への参加を HP

で行い、併せてシェイクア

ウト訓練を実施した。 

 

〇 地震発生時の安全行動

1、2、3 について、HP で PR

を行った。 

○ 県の一斉地震防災訓練併

せて市民に安全行動 1、2、

3 のＰＲと訓練への参加を

ＨＰ・広報等を通じて呼び

かける。 

 

○ 地震発生時の安全行動

1、2、3 のＰＲ。 

学 ぶ 

○ 自主防災組織による避難呼び

かけ体制構築のための学習会を

実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自主防災組織による避難

呼びかけ体制構築 

・セミナー：6 月 3 日（土）

に実施 

・ステップアップ訓練：12 月

16 日（土）（松ケ原自治会）

に実施予定、地域防災タイ

ムラインを配布予定 

・相談指導：12 月 18 日（月）

（玖波１丁目自治会）に実

施予定 

・呼びかけ体制地震対処訓

練：8 月 26 日（土）（元町

１丁目自治会）に実施、地

域防災タイムラインを配布 

 

○ 自主防災組織による避難

呼びかけ体制構築のための

学習会を実施。（６月予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 18 － 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 防災リーダー育成事業の実

施。 

・ステップアップ訓練（地域

防災タイムラインを配布）： 

 12 月 16 日(土)（松ケ原自

治会）に実施 

・自主防災組織活動の相談・

指導 

 12 月 18 日(月)（玖波 1丁

目自治会）に実施 

 

○ 防災リーダー育成事業 

・防災リーダー新規育成研修

会： 

11 月 11 日(土)・11 月 18

日(土)に実施 

・防災リーダーフォローアッ

プ研修会： 

11 月 18 日(土)に実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 防災リーダー育成事業の

実施。（１１月予定） 

 

○ 当市の「地域防災計画」及び

「わがまちプラン」に掲げる、

災害時の「各家庭における備蓄」

「家具等の転倒防止策の実施」

を広報や出前講座などで周知を

図るとともに「避難行動要支援

者の支援、安否確認体制の構築」

を継続的に促進。 

 

○ 自主防災組織への防災資機材

の支給を行い、災害時の共助体

制を整備。 

 

○ 市の備蓄計画を整理し、現状

に即して必要な備蓄の購入を行

う。 

 

 

○ 避難所運営マニュアルを整備

していく 

 

〇 自主防災組織未設立地区の設

立支援を行う。 

〇 継続して促進している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 継続して行っている。 

 

 

 

〇 継続して行っている。 

 

 

 

 

〇 避難所運営マニュアルを

策定中。 

 

〇 継続して行っている。 

○ 当市の「地域防災計画」

及び「わがまちプラン」に

掲げる、災害時の「各家庭

における備蓄」「家具等の転

倒防止策の実施」を広報や

出前講座などで周知を図る

とともに「避難行動要支援

者の支援、安否確認体制の

構築」を継続的に促進。 

○ 自主防災組織への防災資

機材の支給を行い、災害時

の共助体制を整備。 

 

○ 市の備蓄計画を整理し、

現状に即して必要な備蓄の

購入を行う。 

 

 

○ 避難所運営マニュアルを

整備していく。 

 

〇 自主防災組織未設立地区

の設立支援を行う。 

【東広島市】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 各種広報媒体により災害に関

する一般知識や備え等を広報す

る。 

 

 

○ 災害の基礎知識や災害対

策について出前講座を実施 

○ 転入者に対してハザード

マップを配布し市内の災害

危険箇所、避難所等を周知 

○ 各種広報媒体により災害

に関する一般知識や備え等

を広報する。 

 

備 え る 
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○ 市 HP にハザードマップ

等防災情報を掲載 

○ FM ラジオに出演し、災害

に対する備えや避難方法な

ど、防災情報を周知 

察知する 

○ 市防災メールの登録促進，緊

急告知ラジオの販売促進を行

う。 

○ インターネット、スマートフ

ォンで見られる気象情報等につ

いて、情報提供する 

○ 出前講座、HP 及び広報誌

で周知 

 

○ 出前講座で実施 

 

○ 市防災メールの登録促

進，緊急告知ラジオの販売

促進を行う。 

○ インターネット、スマー

トフォンで見られる気象情

報等について、情報提供す

る。 

行動する 

○ 各自主防災組織に対し防災に

係る事業への補助 

○ 防災訓練等実施、防災資

機材整備更新、防災まち歩

きの実施、防災情報伝達構

築の事業に対して市から交

付金を交付 

○ 各自主防災組織に対し防

災に係る事業への補助 

 

学 ぶ 

○ 地域住民を対象とした防災出

前講座を開催し、災害から身を

守るために必要な行動を周知 

 

○ 養成された地域防災リーダー

等に対し、防災士資格取得を助

成する。 

 

 

 

 

〇 地域防災リーダー及び消

防団員を対象に、防災士資

格取得補助を実施 

 

○ 地域防災リーダーフォロ

ーアップ研修会を R6 年 3

月 16 日に研修会を実施予

定 

 

○ 防災講演会を実施（社会

福祉協議会と共同で実施） 

 

○ 市総合防災訓練を実施し

防災意識の向上を図る 

 

○ 地域住民を対象とした防

災出前講座を開催し、災害

から身を守るために必要な

行動を周知 

 

○ 養成された地域防災リー

ダー等に対し、防災士資格

取得を助成する。また、知

識向上及び交流を目的とし

たフォローアップ研修を行

う。 

備 え る 

○ 防災訓練や防災出前講座を通

じて非常持出品や家具の転倒防

止等日頃からの備えを周知 

 

○ 防災リーダー育成講座を開催

し、新たな防災リーダーを育成

する。 

 

○ 災害備蓄品の充実を図る 

 

○ 出前講座で実施 

 

 

 

○ 地域防災リーダー育成講

座を令和 5年 1月 20日及び

27 日に実施 

 

○ 災害備蓄品を各避難所に

配備 

○ 防災訓練や防災出前講座

を通じて非常持出品や家具

の転倒防止等日頃からの備

えを周知 

 

○ 災害備蓄品の充実を図る 

 

〇 避難行動要支援者等を対

象に、防災用品購入補助金

を交付 
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【廿日市市】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施する。 

 

○ 市広報紙に啓発記事を掲載す

る。 

 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し、助言や相談などによる支援

を行う。 

 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、地域の自主防災活

動を支援し、市民からの防災に

関する相談に対応する。 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施している。（48 回実施） 

○ 市広報紙に啓発記事を掲

載した。（令和５年度６月

号） 

○ 地域が行う防災訓練等に

対し、助言や相談などによ

る支援を行っている。（訓練

８回、相談２回実施） 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、地域の自

主防災活動を支援し、市民

からの防災に関する相談に

対応している。 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施する。 

 

○ 地域が行う防災訓練等に

対し、助言や相談などによ

る支援を行う。 

 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、地域の自

主防災活動を支援し、市民

からの防災に関する相談に

対応する。 

察知する 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施する。 

 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し，助言や相談などによる支援

を行う。 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施する。（48 回実施） 

○ 地域が行う防災訓練等に

対し，助言や相談などによ

る支援を行っている。（訓練

13 回、相談５回実施） 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施する。 

○ 地域が行う防災訓練等に

対し，助言や相談などによ

る支援を行う。 

行動する 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施する。 

 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施している。（48 回実施） 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施する。 

学 ぶ 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し、助言や相談などによる支援

を行う。 

 

○ ｢チャレンジぼうさい｣の継続

実施（地域内で開催する事業に

「防災」を絡めて年間シリーズ

化することで，地域づくりが防

災の取組につながる自然な循環

を作る。） 

 

○ 養成された防災士に対しフォ

ローアップ研修を行う。 

 

 

 

○ 地域が行う防災訓練等に

対し、助言や相談などによ

る支援を行っている。（訓練

１０回、相談２回実施） 

○ ｢チャレンジぼうさい｣の

継続実施（10 回）  （地

域内で開催する事業に「防

災」を絡めて年間シリーズ

化することで、地域づくり

が防災の取組につながる自

然な循環を作る。） 

○ 防災士養成事業は令和５

年９月１６日、１７日に実

施した。また、防災士フォ

ローアップ研修を令和５年

６月と８月に実施した。 

○ 地域が行う防災訓練等に

対し、助言や相談などによ

る支援を行う。 

 

○ ｢チャレンジぼうさい｣の

実施 

  （地域内で開催する事業

に「防災」を絡めて年間シ

リーズ化することで，地域

づくりが防災の取組につな

がる自然な循環を作る。） 

 

○ 養成した防災士に対しフ

ォローアップ研修を行う。 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

○ 小学校・中学校での防災教育

では災害時に、児童・生徒一人

ひとりが備えや安全な行動等を

認識し、自分の命は自分で守る

力を身に付けさせる。 

○ 養成した防災士に対し令

和５年１０月と１２月と令

和６年２月にフォローアッ

プ研修を行った。 

○ 小学校・中学校での防災

教育では災害時に、児童・

生徒一人ひとりが備えや安

全な行動等を認識し、自分

の命は自分で守る力を身に

付けさせる。（防災教育実施

回数４回） 

○ 養成した防災士が各地区

で防災に関する啓発活動を

行う。 

 

○ 小学校・中学校での防災

教育災害時に、児童・生徒

一人ひとりが備えや安全な

行動等を認識し、自分の命

は自分で守る力を身に付け

させる。 

備 え る 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施する。 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施している。（８回実施） 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施する。 

 

 

【安芸高田市】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 11 組織に対し、防災講話や

避難訓練を実施する予定であ

り、すべてにおいて危機管理課

職員が関与する。その際、地域

防災タイムライン等を活用し、

地域住民の身近にある危険を

周知する。 

○ 市広報誌で防災関連特集を

掲載 

○ 避難所の開設・混雑状況が一

目で分かる「VACAN」システム

について、防災講話や避難訓練

を実施する際、チラシを配布し

て利用促進を図る。 

〇 今年度末までに 11 組織

中 6 組織の活動を実施し

た。（地域防災タイムライン

の作成体験等も実施済。）そ

の他の組織も来年度速い時

期に活動を実施するよう現

在調整中である。 

○ 6 月号で「災害時の避難

行動」と題し、市民アンケ

ートの結果や避難訓練の実

施例等を掲載した。 

〇 上記活動において、資料

配布やホームページを操作

するなどの方法により周知

し、利用促進を図った。 

〇 防災講話や避難訓練を実

施する予定であり、すべて

において危機管理課職員が

関与する。その際、地域防

災タイムライン等を活用

し、地域住民の身近にある

危険を周知する。 

 

○ 自主防災組織成果報告会

を実施し、活動内容の共

有・組織の活性化を図る。 

察知する 

○ 気象情報や避難情報の取得

方法並びにその意味について

解説し、市民一人ひとりが自ら

「察知する」ことが可能となる

ような防災講話を実施する。 

 

○  お太 助フォン 及 び SNS

（ LINE 、 Facebook 、 X （ 旧

Twitter））により、避難情報を

周知する。 

〇 防災講話では、広島県（広

島県自主防災アドバイザ

ー）の協力を受け、聴講者

にとって分かりやすい内容

で気象情報や避難情報の取

得方法等を説明した。 

 

〇 2023 年度下半期におい

ては避難情報を発令する機

会がなかった。 

○ 気象情報や避難情報の取

得方法並びにその意味につ

いて解説し、市民一人ひと

りが自ら「察知する」こと

が可能となるような防災講

話を実施する。 

 

○ お太助フォン及び SNS

（LINE、Facebook、X（旧

Twitter））により、避難情
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

 

 

 

○ 2023 年 6 月に導入した河川

監視システムを周知し、市民が

河川水位を確認できるように

する。 

 

 

 

〇 自主防災組織活動におい

て、資料配布やホームペー

ジを操作するなどの方法に

より周知し、避難検討時に

利用するよう説明した。 

報を周知する。 

 

 

○ 2023 年度に導入した河

川監視システムを引き続き

運用する。 

行動する 

○ 自主防災組織主催の防災訓

練を支援 

○ 自主防災組織に対する防災

講話や避難訓練を実施する中

で、「ハザードマップを確認」

し、「平時から避難場所を決め」

ておき、「備蓄品や持出品を準

備」する等、防災に関する具体

的な行動を促す。 

 

○ 避難所見学会を実施し、避難

所に行くことを経験してもら

うことで、今後の避難行動のハ

ードルを下げる。 

○ 自主防災組織主催の防災

訓練 8 件に対し補助金の交

付決定をした。 

〇 自主防災組織活動の中

で、ハザードマップや地域

防災タイムラインを活用し

「平時から避難場所を決め

ておく」ことや、備蓄の重

要性を講話の中で説くこと

で、市民にこれらについて

意識づけを行った。 

〇 上佐（高宮町）、西土手

上・上迫合同（いずれも吉

田町）、坂下（向原町）の取

組において避難所の見学を

盛り込み、避難所で供する

資機材の展示や備蓄食料の

試食をとおして、避難のハ

ードルを下げる取組みを実

施した。 

○ 自主防災組織に対する防

災講話や避難訓練を実施す

る中で、「ハザードマップを

確認」し、「平時から避難場

所を決め」ておき、「備蓄品

や持出品を準備」する等、

防災に関する具体的な行動

を促す。 

 

○ 避難所見学会を実施する

ことで、避難所の設備や備

蓄品について周知する。 

学 ぶ 

○ 希望する組織に対し、防災講

話を実施する。 

 

○ 避難訓練を実施する際、避難

経路を歩くなどし、参加者とと

もに危険箇所の確認を行う。 

 

○ 避難所見学会を実施するこ

とで、避難所の設備や備蓄品に

ついて周知する。 

〇 7 組織に防災講話を実施

した。 

 

〇 避難所見学会と合わせ、

地域から避難所までの避難

経路を自主防災アドバイザ

ーと歩き、危険箇所の確認

を行った。（2 組織） 

〇 上佐（高宮町）、西土手

上・上迫合同（いずれも吉

田町）、坂下（向原町）の 3

回実施し、避難所の設備や

備蓄品について説明した。 

○ 希望する組織に対し、防

災講話を実施する。 

 

○ 避難訓練を実施する際、

避難経路を歩くなどし、参

加者とともに危険箇所の確

認を行う。 

 

○ 避難所見学会を実施する

ことで、避難所の設備や備

蓄品について周知する。 

備 え る 

○ 11 月 19 日を「備蓄の日」と

し、市民に対して災害に対する

備蓄を推進するよう働きかけ

るとともに、市内企業に対し、

防災グッズ等の販促フェアの

実施を働きかける。 

〇 左記のとおり備蓄の日を

制定するとともに、各対象

に働きかけを実施した。市

内企業からは実際に売り上

げが上がった旨報告があっ

たことから、市民の備蓄に

対する意識を上げるための

○ 市民に対して災害に対す

る備蓄を推進するよう広報

するとともに、市内企業に

対し、防災グッズ等の販促

フェアの実施を働きかけ

る。 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

効果的な取組みになってい

ると考えており、引き続き、

次年度以降も取組みを強化

する予定である。 

【江田島市】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○市内出前講座による、市民への

防災情報の周知 

 

 

 

 

 

 

○市広報紙による防災情報の掲

載により市民に広く情報を発

信 

 

○［継続］防災リーダーニュース

紙による防災情報を発信 

 

⇒市内各地で 58 回実施、

2,763 人参加 

※ 令和 5 年度総合防災訓練

及び石油コンビナート等総

合防災訓練に各自治会長及

び自主防災会会長が訓練参

観 

 

⇒計 12 回実施 

 

 

 

⇒11 月秋号・3 月春号発信 

 

○ 出前講座による、市民へ

の防災情報の周知 

○ 市広報紙による防災情報

の掲載により市民に広く情

報を発信 

○ 防災リーダーニュース紙

による防災情報を発信（6

月・9 月・12 月・3 月） 

察知する 

○［継続］市民への防災情報電

話・FAX・メール等で情報発信 

 

 

○防災行政無線の難聴地区調査 

 

○出前講座や防災研修会におけ

る、防災情報等の入手方法の周

知 

⇒令和 5 年度総合防災訓練及

び石油コンビナート等総合

防災訓練に伴う、情報発信 

 

⇒継続実施 

 

⇒継続実施 

 

 

○ 市民へ防災情報電話・

FAX・メール等で情報発信 

行動する 

○地域防災活動を通し、町なか・

家なか訓練を実施し、屋外、屋

内での防災対策を広く市民に

周知 

 

○地区防災マップ作成に伴う支

援 

 

○出前講座と合わせて自治会の

防災訓練を支援 

⇒地域防災リーダーにより市

内各地で 12 回実施、949 人参

加 

 

 

⇒市内各地で 8 回実施、291

人が参加 

 

⇒市内各地で 21 回実施、

1,160 人が参加 

○ 地域防災活動を通し、町

なか・家なか訓練を実施し、

屋外、屋内での防災対策を

広く市民に周知 

○ 各自治会で行われる出前

講座を支援 

○ 令和６年度市一斉避難訓

練への自治会、地区住民へ

の参加 

学 ぶ 

○出前講座を通しての防災につ

いての知識・技術を広く市民に

周知 

 

○防災リーダー連絡会を実施（各

地域の防災リーダーによる意

見交換や事例等を発表し、情報

⇒市防災指導員により実施、

58 回実施、2,763 人参加 

 

 

⇒6 月、12 月防災リーダー連

絡会実施 

 

○ 出前講座を通しての防災

についての知識・技術を広

く市民に周知 

○ 地域防災リーダー連絡会

を実施（各地域の防災リー

ダーによる意見交換や事例

等を発表し、情報の共有
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

の共有化・学習を行い、地域で

の防災活動に役立てる。） 

⇒12 月 3 日（日）防災リーダー

連絡会実施予定 

 

○防災リーダー研修会（既存のリ

ーダー対象）の実施 

⇒12 月 3 日（日）防災リーダー

技能向上研修会実施予定 

 

 

 

 

 

⇒12 月 3 日（日）防災リーダ

ー研修会実施、63 人出席 

化・学習を行い、地域での

防災活動に役立てる。） 

○ 地域防災リーダー研修会

（既存のリーダー対象）の

実施 

備 え る 

○防災リーダー育成研修会を開

き、新規防災リーダーを育成 

⇒防災リーダー育成研修会実施

予定（実施日未定） 

 

○出前講座、防災研修会にてロー

リングストック、非常持出袋の

準備を周知 

 

○防災協力事業所登録の推進 

⇒9 月 3 日（日）実施、16 人

認定 

 

 

 

⇒継続実施 

 

 

 

⇒随時実施 

○ 地域防災リーダー育成研

修会を開き、新規のリーダ

ーを育成 

○ 防災協力事業所登録の推

進 

 

【府中町】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 防災出前講座や広報誌、ホー

ムページ等を活用し防災情報

の周知を図る。 

 

〇 町内の学校を中心に防災

出前講座で災害リスクや避

難行動等の周知を図った。 

○ 防災出前講座や広報誌、

ホームページ等を活用し防

災情報の周知を図る。 

察知する 

○ 気象情報や防災情報の取得

方法について防災出前講座や

広報誌、ホームページ等により

周知を図る。 

〇 町内の学校を中心に防災

出前講座で気象情報や防災情

報の取得方法について周知し

た。 

○ 気象情報や防災情報の取

得方法について防災出前講

座や広報誌、ホームページ

等により周知を図る。 

行動する 

○ 総合防災訓練、避難訓練など

を地域の実情に合わせた訓練

を実施する。 

〇 総合防災訓練で町内会自

主防災会や関係機関と避難訓

練等を実施した。 

 

○ 総合防災訓練、避難訓練

などを地域の実情に合わせ

た訓練を実施する。 

学 ぶ 

○ 町内小中学校を対象に防災

講話や防災体験学習を実施す

る。 

 

○ 自主防災組織やサロンなど

の各種団体を対象に防災出前

講座を実施する。 

 

〇 町内の小学校で防災出前

講座を実施し、防災知識の

普及等を行った。 

 

〇 自主防災組織やサロンを

対象に防災出前講座を実施

し、防災意識の向上を図っ

た。 

○ 町内小中学校を対象に防

災講話や防災体験学習を実

施する。 

 

○ 自主防災組織やサロンな

どの各種団体を対象に防災

出前講座を実施する。 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

備 え る 

○ 災害協定機関との連携強化 

 

 

 

 

 

○ 防災士と自主防災組織との

連携強化 

 

 

○ 防災備蓄倉庫を設置し、分散

備蓄 

 

 

○ 災害物資の備蓄 

〇 新たに災害協定を締結し

た。また、総合防災訓練で

も災害協定機関に参加して

いただき連携強化に努め

た。 

 

〇 自主防災組織に対して防

災士資格取得の補助を行っ

た。 

 

〇 町内に新たに防災備蓄倉

庫を３箇所設置し、町内７つ

の小中学校に防災備蓄倉庫を

設置し終えた。 

〇 備蓄を計画的に進めた。 

○ 災害協定機関との連携強 

 化 

 

 

 

 

○ 防災士と自主防災組織と

の連携強化 

 

 

○ 防災備蓄倉庫を設置し、

分散備蓄 

 

 

○ 災害物資の備蓄 

 

【海田町】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ ホームページ，SNS 等を活用

し，避難に関する情報について，

発令の目的，住民がとるべき行

動について周知・啓発を図る。 

 

○ 避難情報（警戒レベル）につ

いて，情報の意味，住民がとる

べき行動について周知・啓発を

図り，住民への浸透を図る。 

○ ホームページ，SNS 等を

活用し，避難に関する情報

について，発令の目的，住

民がとるべき行動について

周知・啓発を実施した。 

 

○ 避難情報（警戒レベル）

について，情報の意味，住

民がとるべき行動につい

て，周知・啓発を図り，住

民への浸透を図った。 

○ ホームページ，SNS 等を

活用し，避難に関する情報

について，発令の目的，住

民がとるべき行動について

具体的に周知・啓発を図る。 

 

○ 避難情報（警戒レベル）

について，情報の意味，住

民がとるべき行動について

周知・啓発を図り，住民へ

の浸透を図る。 

 

察知する 

○ 町が整備する情報伝達手段及

び住民が活用可能な情報入手方

法について周知・啓発を図る。 

 

○ 防災教育・出前講座等におい

て，パソコン・スマートフォン

等による情報の入手方法につい

て周知を図る。 

○ 町が整備する情報伝達手

段及び住民が活用可能な情

報入手手段について周知・

啓発を実施した。 

○ 防災教育・出前講座等に

おいて，パソコン・スマー

トフォン等による情報入手

の方法について周知した。 

○ 町が整備する情報伝達手

段及び住民が活用可能な情

報入手方法について周知・

啓発を図る。 

○ 防災教育・出前講座等に

おいて，パソコン・スマー

トフォン等による情報の入

手方法について周知を図

る。 

行動する 

○ 自治会・自主防災組織等を対

象とした出前講座等において，

「マイ・タイムライン」の作成

に関する講話を実施する。 

 

○ 自治会，自主防災組織での避

難訓練実施の啓発・促進を図る。 

○ 自治会，自主防災組織で

の避難訓練実施の啓発・促

進を図った。 

○ 自治会，自主防災組織で

の避難訓練実施の啓発・促

進を図る。 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

学 ぶ 

○ 自治会・自主防災組織，小・

中学校等を対象とした防災講

話，出前講座を実施する。 

 

○ 公民館等での教室や講座の機

会を活用し，防災講話・出前講

座を実施する。 

 

○ 地域防災力の向上を目指し，

自主防災組織の新規結成や既存

団体の活性化を促進するため，

自主防災リーダー育成事業の継

続的な実施と内容の充実を図

る。 

○ 自治会・自主防災組織，

小・中学校等を対象とした

防災講話，出前講座を実施

した。 

○ 公民館等での教室や講座

の機会を活用し，防災講

話・出前講座を実施した。 

 

○ 地域防災力の向上を目指

し，自主防災組織の新規結

成や既存団体の活性化を促

進するため，自主防災リー

ダー育成事業の継続的な実

施と内容の充実を図った。 

○ 自治会・自主防災組織，

小・中学校等を対象とした

防災講話，出前講座を実施

する。 

○ 公民館等での教室や講座

の機会を活用し，防災講

話・出前講座を実施する。 

 

○ 地域防災力の向上を目指

し，自主防災組織の新規結

成や既存団体の活性化を促

進するため，自主防災リー

ダー育成事業の継続的な実

施と内容の充実を図る。 

備える 

○ 出前講座等において，町が整

備する備蓄物資の紹介等を行

い，各家庭における備蓄の啓

発・促進を行う。 

 

○ 民間企業等との協定締結の推

進等を含め，災害発生時において

適切かつ迅速な対応が実施できる

よう準備を進める。 

○ 出前講座等において，町

が整備する備蓄物資の紹介

等を行い，各家庭における

備蓄の啓発・促進を行った。 

 

○ 民間企業等との協定締結

の推進等を含め，災害発生

時において適切かつ迅速な

対応が実施できるよう準備

を実施した。 

○ 出前講座等において，町

が整備する備蓄物資の紹介

等を行い，各家庭における

備蓄の啓発・促進を行う。 

 

○ 民間企業等との協定締結

の推進等を含め，災害発生

時において適切かつ迅速な

対応が実施できるよう準備

を進める。 

 

 

【熊野町】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 町広報や町ホームページを利

用し、災害危険箇所や浸水想定

区域を周知し注意喚起を実施す

る。 

○ 転入者へ手続きの際にハザー

ドマップを配付し、町内の危険

箇所について周知する。 

 

 

○ 「防災・減災」の取組みと「災

害復旧・復興状況」を周知する。 

 

○ 町広報や町ホームページ

を利用した災害危険箇所の

周知や、出水期前の注意喚

起を実施。 

○ 転入手続の際に転入者へ

ハザードマップを配付し、

町内の危険箇所や避難所等

を周知。 

 

○ 土砂災害防止月間に合わ

せ、災害リスク等を周知。 

 

○ 熊野町防災の日条例に基

づき、防災週間に災害リス

ク等を周知。 

 

○ 全日本動物専門教育協会

主催により、ペット同行避

難に関するクラブスタディ

を実施。 

○ 町広報や町ホームページ

を利用し、災害危険箇所や

浸水想定区域を周知し注意

喚起を実施する。 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

察知する 

○ 気象情報や避難情報の入手方

法について、引続き町ホームペ

ージ等で周知を行う。 

○ 防災行政無線の更新に合わせ

て整備した防災アプリ、登録制

メール、自動電話サービス、戸

別受信機等を町民に周知する。 

 

 

○ 熊野町の避難情報の発令や避

難所開設の状況等を閲覧するこ

とのできる町独自の防災ポータ

ルサイトについて周知する。 

 

○ 出水期前に町広報（６月

号）や町ホームページ等で

周知。 

○ 災害時における情報伝達

手段として、防災アプリ、

登録制メール、自動電話サ

ービス、戸別受信機等を町

民夏祭りの際に町民に周

知。 

○ 熊野町の避難情報の発令

や避難所開設の状況等を閲

覧することのできる町独自

の防災ポータルサイトにつ

いて周知。 

 

○ 多様な情報発信媒体を町

ホームページにより周知

し、登録やダウンロードを

推進。 

 

○ 気象情報や避難情報の入

手方法について、引続き町

ホームページ等で周知を行

う。 

行動する 

○ みんなで減災一斉地震防災訓

練及びプラスワン訓練の実施 

 

○ 自主防災組織に対する運営支

援を行い、地域の防災力を強化

する。 

 

○ 既存の組織とも十分に協議を

行いながら、個別避難計画の策

定に向けた支援体制を構築して

いく。 

 

○ 自主防災組織等が参加し、東

防災交流センターと西防災交流

センターで、避難所開設・運営

訓練を実施する。 

 

○ 熊野町オリジナルプラス

ワン訓練を実施。 

 

○ 新苑会自主防災組織、大

原ハイツ自主防災会、川角

地区自主防災会において、

炊き出し訓練及び土のう作

成訓練を実施。 

 

○ みんなで減災一斉地震防

災訓練及びプラスワン訓練

の実施 

 

○ 自主防災組織に対する運

営支援を行い、地域の防災

力を強化する。 

 

○ 既存の組織とも十分に協

議を行いながら、個別避難

計画の策定に向けた支援体

制を構築していく。 

 

○ 自主防災組織等が参加

し、東防災交流センターと

西防災交流センターで、避

難所開設・運営訓練を実施

する。 

学  ぶ 

○ 住民の防災士養成講座への参

加を通じて、町内の防災リーダ

ーを増加させる。 

 

○ 防災・減災まちづくり会議を

開催し、「自助」・「共助」の醸成

を図る。 

 

 

 

○ 防災意識向上のため、引続き、

○ 広島広域都市圏事業とし

て実施される防災士養成講

座（１２月）へ９人が参加。 

 

○ 「みんなで防災訓練参加

（みんなで考えよう熊野町

の防災）」をテーマに全６回

の防災・減災まちづくり会

議を開催し、参加者を防災

サポーターに認定しバッジ

を交付。 

○ 住民の防災士養成講座へ

の参加を通じて、町内の防

災リーダーを増加させる。 

 

○ 防災・減災まちづくり会

議を開催し、「自助」・「共助」

の醸成を図る。 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

小学生及び中学生を対象とした

防災学習を開催する。 

 

 

○ 小学生を対象とした「子

ども防災講座」を開催し、

子ども防災サポーターを養

成 

○ 防災意識向上のため、引

続き、小学生及び中学生を

対象とした防災学習を開催

する。 

備 え る 

○ 自主防災組織の設立支援を行

い、地域の防災力を向上させる。 

 

○ 自治会に安全安心まちづくり

補助金について周知し、積極的

な活用を促す。 

 

○ アレルギー対応などの備蓄物

資の充実を図る。 

 

○ 未設立の地域へ、引続き

設立の働きかけを実施。 

 

○ 全１３自治会から申請が

あり、簡易トイレや蓄電池

等の購入に係る経費を補

助。 

 

○ アルファ化米等のアレル

ギー対応品目を購入。 

○ 自主防災組織の設立支援

を行い、地域の防災力を向

上させる。 

○ 自治会に安全安心まちづ

くり補助金について周知

し、積極的な活用を促す。 

 

○ アレルギー対応などの備

蓄物資の充実を図る。 

 

 

 

 

【坂町】〔資料１の再掲〕 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 「地震防災マップ」・「津波・

高潮ハザードマップ」、「土砂災

害ハザードマップ」の広報誌や

HP での周知、転入者等に配布し

啓発を実施 

 

 

○ 土砂災害警戒区域の確認方法

を広報誌や町ＨＰで周知 

 

○ 広島県防災入力システムを利

用し、避難施設の設備状況、災

害時における混雑状況等、情報

提供の実施 

 

〇 「津波・高潮ハザードマップ」

に、新たな一時避難場所を追加

するとともに、発災時の避難行

動や災害情報の入手方法等より

分かりやすくし、住民の理解力

の向上を図る。 

○ 左記取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 被害想定の見直しのため

延期した。 

○ 「地震防災マップ」・「津

波・高潮ハザードマップ」、

「土砂災害ハザードマッ

プ」の広報誌や HP での周

知、転入者等に配布し啓発

を実施[継続] 

 

○ 土砂災害警戒区域の確認

方法を広報誌や町ＨＰで周

知[継続] 

○ 広島県防災入力システム

を利用し、避難施設の設備

状況、災害時における混雑

状況等、情報提供の実施[継

続] 

 

〇 「津波・高潮ハザードマ

ップ」に、新たな一時避難

場所を追加するとともに、

発災時の避難行動や災害情

報の入手方法等より分かり

やすくし、住民の理解力の

向上を図る。[継続] 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

察知する 

○ 防災行政無線等により災害情

報を周知すると共に、町の自主

避難先の開設情報や高台等への

駐車場確保に関する情報を周知 

 

○ 町の登録制メールによる、災

害情報や避難所等の開設情報の

周知 

 

 

○ エリアメール、テレビｄボタ

ン広報誌による、災害情報の周

知（NTT ドコモ、KDDI、ソフト

バンク、楽天モバイル） 

 

 

○ 戸別受信機の無償貸与を実施

し、避難情報をより確実に伝達

するほか、難聴世帯に対しては

個別アンテナの設置 

 

 

○ 河川監視カメラの設置及び映

像公開情報の周知 

 

○ 左記取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 防災行政無線等により災

害情報を周知すると共に、

町の自主避難先の開設情報

や高台等への駐車場確保に

関する情報を周知[継続] 

 

○ 町の登録制メールによ

る、災害情報や避難所等の

開設情報の周知[継続] 

 

 

○ エリアメール、テレビｄ

ボタン広報誌による、災害

情報の周知（NTT ドコモ、

KDDI、ソフトバンク、楽天

モバイル）[継続] 

 

○ 戸別受信機の無償貸与を

実施し、避難情報をより確

実に伝達するほか、難聴世

帯に対しては個別アンテナ

の設置[継続] 

 

○ 河川監視カメラの設置及

び映像公開情報の周知[継

続] 

 

行動する 

○ 避難施設をいち早く開設する

体制を庁内で整備 

 

 

○ 高齢者等避難を発令する前で

あっても、災害の危険性が考え

られる場合、また夜間になる前

に自主避難所を開設 

 

 

○ 消防団と協働し、町内全地域

の災害に対応可能な体制を整備 

   

○ 消防団員への普通救命講習の

実施 

 

 

○ 自主防災組織に対し「避難の

呼びかけ体制づくり」の支援を

実施 

 

○ 消防団ポンプの更新による、

消防能力の向上を図る。 

 

 

○ 左記取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 消防団員への普通救命講

習を実施した。（11/26、

1/28） 

 

 

○ 左記取組を実施した。 

 

○ 避難施設をいち早く開設

する体制を庁内で整備[継

続] 

 

○ 高齢者等避難を発令する

前であっても、災害の危険

性が考えられる場合、また

夜間になる前に自主避難所

を開設[継続] 

 

○ 消防団と協働し、町内全

地域の災害に対応可能な体

制を整備[継続] 

 

○ 消防団員への普通救命講

習の実施（11/24、1/26 予

定）[継続] 

 

○ 自主防災組織に対し「避

難の呼びかけ体制づくり」

の支援を実施[継続] 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

○ 民間社会福祉法人が整備する

障害福祉サービス施設の一部を

災害時の一次避難場所として利

用するための整備を実施 

 

○ 民間社会福祉法人が整備

する障害福祉サービス施設

の一部を災害時の一次避難

場所として利用するための

整備を実施[継続] 

学 ぶ 

○ 防災リーダー養成講座開催 

 

○ 自主防災組織養成講座開催 

 

 

○ 地域の自主的な防災講座の支

援 

 

 

○ 防災士養成講座受講者の募集 

 

○ 写真や映像を通じて災害や避

難について学べる災害伝承ホー

ルにより、災害の実態を後世に

伝えていく。 

 

○ ３０年７月豪雨災害の被害状

況や復旧・復興の取り組みを記

録誌としてまとめ、被災から得

た教訓を後世に継承し、町民の

防災意識の更なる向上を目指

す。 

○ 10/4～12/14 の間に実施

（全 6 回） 

○ 防災リーダー養成講座開

催し、５名に受講証を交付

した。 

 

 

 

 

 

○  防災士養成講座受講

(12/2・3)し、７名の防災士

を養成した。 

○ 左記取組を実施した。 

 

 

 

 

○ 左記取組を実施した。 

○ 防災リーダー養成講座開

催[継続] 

○ 自主防災組織養成講座開

催[継続] 

 

○ 地域の自主的な防災講座

の支援[継続] 

 

○ 防災士養成講座受講者の

募集[継続] 

 

○ 写真や映像を通じて災害

や避難について学べる災害

伝承ホールにより、災害の

実態を後世に伝えていく。

[継続] 

○ ３０年７月豪雨災害の被

害状況や復旧・復興の取り

組みを記録誌としてまと

め、被災から得た教訓を後

世に継承し、町民の防災意

識の更なる向上を目指す。

[継続] 

備 え る 

○ 避難情報発令時に「非常持出

品の携行」について防災行政無

線等で周知 

 

○ 公共施設において非常持出品

を展示し、準備を提唱 

 

○ 町広報誌等において、備蓄の

呼びかけ 

 

○ マイ・タイムラインの全戸配

布 

○ 左記取組を実施した。 

 

 

 

 

○ 避難情報発令時に「非常

持出品の携行」について防

災行政無線等で周知[継続] 

 

○ 公共施設において非常持

出品を展示し、準備を提唱

[継続] 

 

○ 町広報誌等において、備

蓄の呼びかけ[継続] 

 

○ マイ・タイムラインの全

戸配布[継続] 

【安芸太田町】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 引き続き防災マップの配布を

行っていく。 

○ 引き続き防災マップの配

布を行うとともに、町ホー

ムページへの掲載を行っ

た。 

○ 出水期前に防災マップの

全戸配布を行う 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

察知する 

○ 引き続き台風の発生接近に警

戒し、防災行政無線や登録制防

災情報メール、ⅹ（Twitter）等

の複数媒体による気象情報や避

難行動につながる情報の発信に

取り組む。 

○ 引き続き台風の発生接近

に警戒し、防災行政無線や

登録制防災情報メール、ⅹ

（Twitter）等の複数媒体に

よる気象情報や避難行動に

つながる情報の発信に取り

組んだ。 

○ 台風や梅雨前線等の接近

時に継続して、防災行政無

線で全戸放送を行うととも

に、登録制防災情報メール

やＸ（旧 Twitter）等の複

数媒体による気象情報や避

難行動につながる情報の発

信に取り組む。 

行動する 

○ 台風や大雨等が予見される場

合には、早い段階で広域避難所

の開設や避難情報の発信、消防

団による避難の呼びかけ・避難

支援により、命を守るための適

切な行動を促す 

○ ７月の大雨時には、広域

避難所の早期開設、避難情

報の随時発信など、消防団

の警戒活動を含めて取り組

みを行った。 

○ 台風や大雨等が予見され

る場合には、早い段階で指

定緊急避難所や広域避難所

の開設や避難情報の発信、

消防団による避難の呼びか

け・避難支援により、命を

守るための適切な行動を促

す 

学 ぶ 

○ 10/22 安芸太田町防災講演会

の実施を行い、防災について学

習する機会を作る。 

○ 10/22 安芸太田町防災講

演会を開催し、防災につい

て学習する機会を作った。 

○ 広報物の配布や、自主防

災組織設立支援、出前講座

とは違った形式で防災に関

する地域課題の収集や学習

の機会を設定し、防災知識

の向上と顔の見える関係構

築に努める。 

○ 自衛隊による被災地支援

活動のパネル展示等イベン

トを開催し、被災時の関係

機関の支援活動について学

ぶ機会を設定する。 

備 え る 

○ 令和６年度に向けた備蓄品の

購入補充、新年度予算の確保。 

○ 令和６年度に向けた備蓄

品の購入補充、新年度予算

の確保。 

○ 備蓄物資の在庫管理によ

る適切な管理を行い、定期

的な備蓄品更新を行う。 

 

【北広島町】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 引き続き、出前講座などで、

自分や周りの危険性等を促して

いく。 

 

 

 

 

〇 出前講座を行い、風水害

や地震に関する危険性を周

知した。 

〇 風水害や地震など災害に

関する知識を高める。 
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行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

察知する 

○ 引き続き、出前講座などで、

様々な情報網を利用して、危険

を察知する手段を周知する。 

 

 

 

 

〇 出前講座を行い、風水害

に対する危険の察知するた

めの手段を周知した。 

 

 

 

 

〇 危険察知や避難情報取得

などの方法を周知する。 

行動する 

○ 引き続き、出前講座などで、

避難の重要性、呼びかけ避難を

促す。 

○ 防災リーダー研修会を実施す

る。 

〇 出前講座を行い、避難の

重要性、呼びかけ避難を促

した。 

〇 防災リーダー講習会を行

い、避難所の開設運営のリ

ーダーを養成した。 

〇 ハザードマップを作成す

る。 

〇 避難や避難の呼びかけの

重要性を周知する。 

〇 自主防災組織を単位とし

た防災訓練を実施する。 

学 ぶ 

○ 引き続き、出前講座などで、

防災に関する知識の向上に努め

る。 

○ ゲームを通じた訓練を行い、

風雨に関する危険性を学ぶ。 

〇 出前講座、防災リーダー

講習会、イベントを通じて、

風水害に関する知識の向上

に努めた。 

〇 風水害や地震など災害に

対する危険性、情報の取得、

備えの重要性について学

ぶ。 

備 え る 

○ 防災リーダー研修会を開催

し、避難所の開設、運営に関す

る知識を習得する。 

 

 

〇 出前講座や防災リーダー

研修会、イベントを通じて、

風水害や地震など災害に対

する知識を習得するととも

に、平常時での備えを習得

した。 

〇 タイムラインの作成を促

す。 

〇 避難の行動や非常持出

品、備蓄等について周知す

る。 

 

 

 

【大崎上島町】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 広島県自主防災アドバイザー

等を活用した自主防災組織及び

自主防災組織未設立の自治会へ

の研修実施 

 

○ 県の減災ポータルサイト広島

県「みんなで減災」はじめの一

歩の活用啓発 

〇 周知を行ったが要望がな

く未実施 

 

 

 

〇 町ＨＰにて啓発を実施 

○ 広島県自主防災アドバイ

ザー等を活用した自主防災

組織及び自主防災組織未設

立の自治会への研修実施 

 

○ 県の減災ポータルサイト

広島県「みんなで減災」は

じめの一歩の活用啓発 

察知する 

○ 大崎上島町防災情報メールの

登録促進 

 

〇 町ＨＰにて啓発を実施 

 

 

○ 大崎上島町防災情報メー

ルの登録促進 
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○ 広島県防災 WEB の活用啓発 〇 町ＨＰにて啓発を実施 

 

○ 広島県防災 WEB の活用啓

発 

行動する 

○ 災害時情報伝達訓練実施 

 

 ○ 災害時情報伝達訓練実施 

 

学 ぶ 

○ 防災研修会の実施 

・広島県自主防災アドバイザ

ー等を活用し、防災の基礎

知識の修得する機会を設け

る。 

 

〇 町内での各種イベントに防災

啓発コーナーの出展 

〇 自主防災組織訓練におい

て、消防局職員及び町職員

による研修を１回実施し

た。 

 

 

〇 大崎上島町産業文化祭

に、啓発コーナーを設置し

自然災害ＶＲ、能登半島地

震の写真パネルを活用し啓

発を行った。 

○ 防災研修会の実施 

・広島県自主防災アドバ

イザー等を活用し、防

災の基礎知識の修得

する機会を設ける。 

 

〇 町内での各種イベントに

防災啓発コーナーの出展 

備 え る 

○ 避難の呼びかけ体制の構築支

援事業の実施 

  呼びかけ体制の構築、検証及

び避難訓練の実施 

 

○ 備蓄計画に基づく備蓄品等整

備 

 

○ 自主防災組織の新規立ち上げ 

自主防災組織が未設置の地区に

対して，新規立ち上げを依頼し、

設立に向けた支援を行う。 

〇 １自主防災組織が避難の

呼びかけ体制構築を完了し

た。 

 

 

〇 納品された。 

 

〇 １地区新設の届出があっ

た。 

○ 避難の呼びかけ体制の構

築支援事業の実施 

  呼びかけ体制の構築、検

証及び避難訓練の実施 

 

○ 備蓄計画に基づく備蓄品

等整備 

 

○ 自主防災組織の新規立ち

上げ 

自主防災組織が未設置の

地区に対して，新規立ち上

げを依頼し、設立に向けた

支援を行う。 

 

  



－ 34 － 

【世羅町】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 土砂災害警戒区域、浸水想定

区域などの災害リスクや避難所

や避難経路の事前確認の重要性

について、防災教室等を通じて

住民への周知を図る。 

○ 防災気象情報、警戒レベル、

避難情報の内容や情報入手方法

などについて、防災教室等を通

じて周知を図る。 

○ 今年度中にハザードマップを

更新予定。 

○ 防災教室、出前講座、訓

練の支援等を行い（R6.2 月

末時点町内で 22 回開催）、

参加者が各災害リスクや避

難所・避難経路の事前確認

の重要性、避難情報の内容

及び入手方法についての理

解を深めた。また、広島県

消防保安課と連携し、「地域

防災タイムライン」を作成

し、自主防災組織等での活

用促進を図った。 

〇 今年度中にハザードマッ

プ更新。  

 

○ 土砂災害警戒区域、浸水

想定区域などの災害リスク

や避難所・避難経路の事前

確認の重要性について、防

災教室等を通じて住民への

周知を図る。 

○ 防災気象情報、警戒レベ

ル、避難情報の内容や情報

入手方法などについて、防

災教室等を通じて周知を図

る。 

 

察知する 

○ 広島県防災情報メールへの登

録促進、広島県防災 WEB や気象

庁 HP、その他防災アプリ等の周

知や、有効利用の促進を図る。 

 

 

 

 

 

○ 防災教室等の場で、参加

者に広島県防災情報メール

の紹介や登録の促進、広島

県防災 WEB や気象庁、その

他防災アプリ等の利用方法

の周知や、有効利用促進を

図った。 

〇 「地域防災タイムライン」

等の普及により、情報入手

媒体を予め決めるなどの計

画を作成し、各々でよりタ

イムリーな情報が入手でき

るような体制を構築した。 

○ 広島県防災情報メールへ

の登録促進、広島県防災

WEB や気象庁 HP、その他

防災アプリ等の周知や、有

効利用の促進を図る。 

〇 引き続き防災無線等を活

用し、避難情報等の発信を

広く行う。 

行動する 

○ 自主防災組織等を対象に、避

難訓練等実施への支援や助言を

行う。 

○ 自主防災組織による『避難の

呼びかけ体制づくり』を支援し、

同体制の整備を図る。 

○ 訓練等を通じ、消防団、民生

委員、防災士会など防災関連機

関・団体との連携を強化する。 

 

 

 

○ 出前講座等で「地域防災

タイムライン」の作成支援

を行い、自主防災組織や地

域での呼びかけ体制を活用

した避難行動計画の作成を

図った。 

○ 避難の呼びかけ体制構築

支援事業費補助金を活用し

た研修会や訓練を実施し、

各組織において呼びかけ体

制の構築及び既存体制のブ

ラッシュアップを図った。 

○ 消防団などと連携して訓

練を開催するなど、訓練等

を通じて、住民、自治会、

自主防災組織、消防団等の

関係機関・団体との連携強

化を図った。 

○ 自主防災組織等を対象

に、避難訓練等の支援や助

言を行う。 

○ 自主防災組織による『避

難の呼びかけ体制づくり』

を支援し、同体制の整備を

図る。 

○ 訓練等を通じ、消防団、

民生委員、防災士会など防

災関連機関・団体との連携

を強化する。 

 



－ 35 － 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

学 ぶ 

○ 自主防災組織、地域住民を対

象とした防災講習会・訓練の実

施、活動支援を行う。 

○ 防災士の育成（福山防災大学

防災士養成講座等）を図る。 

○ ひろしまマイ・タイムライン

及び組織の呼びかけ体制を活用

した「地域防災タイムライン」

等タイムラインの普及啓発を行

う。 

○ 防災教室、出前講座、訓

練の支援等を行い参加者が

災害リスクや避難所・避難

経路の事前確認の重要性、

避難情報の内容及び入手方

法についての理解を深め

た。 

○ 本年度当町から５名が防

災士養成講座（福山防災大

学）を受講し、全員合格し

た。 

引き続き積極的な防災

士の育成に取組む。 

○ 防災教室等の場で、地域

での有効な避難行動ツール

である「地域防災タイムラ

イン」の普及啓発を行った。 

〇 避難行動要支援者の個別

避難計画作成促進に向け、

自主防災組織等の関係機関

向け研修会を開催し、個別

避難計画作成に向けた取組

みを強化した。 

○ 自主防災組織、地域住民

を対象とした防災講習

会・訓練の実施、活動支援

を行う。 

○ 防災士の育成（福山防災

大学防災士養成講座等）を

図る。 

○ ひろしまマイ・タイムラ

イン、地域防災タイムライ

ン等各種タイムラインの普

及啓発を行う。 

備 え る 

○ 世羅町の備蓄品の更新整備 

○ 防災関連団体・機関と連携し

て、非常持出品の展示、ローリ

ングストック等の啓発を個人・

地域（自助、共助の備えの必要

性等）に対して実施する。 

 

○ 世羅町の備蓄品の更新整

備を実施。 

○ 防災教室及び研修等の場

で個人による備蓄の重要

性を説明(ローリングスト

ック等)した。また、町の

備蓄品の展示等を実施し、

備蓄に関する町民の理解

を深めた。 

○ 広島県危機管理課等と連

携し、町職員を対象とした

災害時受援訓練を実施し

た。 

○ 世羅町の備蓄品の更新・

整備 

○ 防災関連団体・機関と連

携して、非常持出品の展示、

ローリングストック等の啓

発を個人・地域（自助、共

助の備えの必要性等）に対

して実施する。 

○ 民間企業との災害時協定

を締結し、災害時に備える。 

〇 避難行動要支援者の個別

避難計画作成促進を図るた

め、取組を強化する。 

 

  



－ 36 － 

【神石高原町】 

行動目標 取組内容 令和５年度の取組状況 令和６年度の取組予定 

知 る 

○ 自主防災組織連絡協議会での

防災研修会開催 

 

○ 防災情報入手手段の周知 

○ ５月３０日（火）、自主防

災組織連絡協議会と町の共

催で全３０団体から計６６

人が参加し、講演、各地域

のハザードマップを活用し

た図上訓練を行った。 

また、防災情報の入手手

段（県防災ＷＥＢやキキク

ル）について、講演の中で

参加者に周知を図った。 

○ 自主防災組織連絡協議会

での防災研修会開催 

 

○ 防災情報入手手段の周知 

察知する 

○ 防災情報の周知（自主防災組

織会長へ説明） 

 

 

 

○ 避難情報が発令された場

合に、メール配信システム

を活用して各地域避難所の

開設を促す。（今年度は発令

がないため、未実施。） 

○ 防災情報の周知（自主防

災組織会長へ説明） 

行動する 

○ 各自主防災組織での防災訓練

実施 

○ 町内３０自主防災組織

中、７組織が防災訓練を実

施。 

○ 各自主防災組織での防災

訓練実施 

学 ぶ 

○ 自主防災組織連絡協議会での

防災研修会開催 

○ ５月３０日（火）、自主防

災組織連絡協議会と町の共

催で全３０団体から計６６

人が参加し、講演、各地域

のハザードマップを活用し

た図上訓練を行った。 

また、防災情報の入手手

段（県防災ＷＥＢやキキク

ル）について、講演の中で

参加者に周知を図った。 

○ 自主防災組織連絡協議会

での防災研修会開催 

備える 

○ 防災研修会等での非常持出品

の周知・啓発 

 

○ 防災リーダーの養成（防災士

取得等） 

 

○ 自主防災組織で備蓄物資管理 

 

 

○ ４月の自主防災組織総会

において、非常持出品の余

剰分について案内し、後日、

活用が見込まれる各自主防

災組織へ、必要数の配布を

行った。 

○ 役場とＮＰＯ法人共催に

よる 12 月に開催した防災

基礎研修において、備蓄物

資（食料）の試食を行い、

段ボールベッドの組み立て

など実演研修を行った。 

○ 防災研修会等での非常持

出品の周知・啓発 

 

○ 防災リーダーの養成（防

災士取得等） 

 

○ 自主防災組織で備蓄物資

管理 

 


